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ノクセラーTOT-Nについて(11)

〔高飽和型ニトリルゴム配合〕

先に見 NBRの低硫黄配合（硫黄配合量0.5~0.7 phr) を併用する事により加硫速度及び加硫度が向上する．特

に対するノクセラーTOT-N〔テトラキス(2-エチルヘ に，ノクセラーTOT-N(6.0~8.0)とZTC(1.0)とM

キシル）チウラムジスルフィド〕の加硫性能について紹 (0.5)又はDM(2.0)との併用（配合No.3, 4, 7, 8)では，

介した．その結果， ノクセラーTOT-N(6.0) /ZTC 従来から使用されているノクセラーTT/TET/M(配合

(1.0) /DM(2.0)との三者併用により従来から使用されて No. 9)と同程度のスコーチタイム及び加硫速度を示す．

いるノクセラーTT(1.5)/DM(1.0)と同等の加硫性能を 加硫ゴムの引張試験，熱老化試験及び圧縮永久ひずみ

示す事が認められた． 試験結果を表 2に示す． ノクセラーTOT-N(6.0~8.0) / 

今回は，高飽和型ニトリルゴム (HNBR)に対するノ ZTC(1.0)とM(0.5)との三者併用（配合No.3, 4)では

クセラーTOT-Nの特徴について紹介する． 圧縮永久ひずみが劣るが， DM(2.0)との三者併用（配合

HNBRの加硫系としては，圧縮永久ひずみの良いも

のが望まれており，少量硫黄（硫黄配合量0.5phr程度）

で，加硫促進剤としては，通常チウラム系加硫促進剤

（ノクセラーTT,TETなど）にチアゾール系加硫促進剤

（ノクセラー M など）又はスルフェンアミド系加硫促進

剤（ノクセラーCZなど）の組み合わせが用いられてい

る．一般的にはノクセラーTT/TET/Mが使用されて

し、る．

表 1の配合に基づき，表2に示す加硫促進剤を用いた

場合のムーニースコーチ及びレオメーク加硫試験結果を

表 2及び図 1に示す． ノクセラーTOT-NとM又は

DMとの併用では加硫速度が遅いが， ノクセラーZTC
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1. 配合

表 1

HNBR*1 100 

ステアリ‘ノ酸

酸化亜鉛 5 

MAFプラック 50 

可塑剤*2 10 

加硫系 表 2

*1ゼットボール2020

*2ジー（プトキ、ン・エトキ、ンエチル）アジペート
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図1 レオメータ加硫曲線（モ‘ノサソト ODR-100)
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紹 介

No. 7, 8)では圧縮永久ひずみの向上が認められ，従来 TET/Mと同等の加硫速度と加硫物性が得られる， しか

から使用されているノクセラー TT/TET/M(配合 No. し， TOT-NはTTよりも分子量が大きいため6.0phr 

9)と同等の引張物性，耐熱性及び圧縮永久ひずみを示す， 程度の多量配合が必要である，

以上の結果から，ノクセラー TOT-NはNBRと同様 引用文献

にHNBRに対しても有効な加硫促進剤であり，ノクセ 1) NOC技術ノート No.396, 397 : 日ゴム協誌， 66,

ラーTOT-N/ZTC/DMとの三者併用が通常の TT/ 914 (1993), 67, 78 (1994) 

表 2

加硫促進剤"'No, 2 I 
TOT-N 

ZTC 

s.o I s.o I 

M 

DM  

TT 

TET 
-----
硫黄

ムーニースコーチ試験I)

a.s I o.s I 

0,5 0.7 

Vm 47 47 

ばmi叫 18.1 15.4 

t35(mi叫 28.6 16.5 

レオメータ試験2) 図1に示す

引張試験3)

加硫時間〔min〕 20 20 

T此MPa〕 22.1 21.7 

恥〔％〕 450 440 

M叫 MPa〕 2.7 3.0 

M,o゚〔MPa〕 12.4 13.3 

H8[JISA〕 64 65 

熱老化試験4)
150℃ X24時間老化

Tn 〔MP心 20.6 20,6 
(-7) (-5) 

恥〔％〕
330 330 
(-27) (-25) 

M,。。〔MPa〕
4.1 4.7 
(+52) (+57) 

凡〔JISA〕
68 69 
(+4) (H) 

150℃ X 48時間老化

T8(MPa〕
18.6 18.9 
(-16) (-13) 

恥〔％〕
210 210 
(-53) (-52) 

M砥MPa〕 5.0 5.6 
(+85) (+87) 

凡〔JISA〕
71 72 
(+7) (+7) 

圧縮永久ひずみ試験5)

未加硫コ＇ム及び加硫コ＇ムの特性
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加硫時間〔min] II 25 I 25 I 20 I 20 I 25 I 25 I 20 I 20 I 20 
120℃ X 70時間

C.S. 〔%〕 4 7 46 45 42 43 42 38 35 36 

1) JIS K 6300に準拠ML_,,125℃ 2) モンサント ODR-100,160℃ 3) JIS K 6301に準拠， 160℃プレス加硫物 4) ギャー老

化試験機使用，（ ）内は変化率を示す，但しHsは変化を示す， 5) JIS K 6301に準拠， 25%圧縮
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